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21
世
紀
、
わ
た
し
達
は
激
動
の
時
代
を
生
き
て
い
ま
す
。

　

米
ソ
冷
戦
の
終
結
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
一
極
集
中
の
体
制
が
確
立
さ
れ
る
か
と
思
い
き

や
、
世
界
は
地
域
紛
争
と
テ
ロ
の
時
代
へ
と
突
入
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
も
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
復
興
か
ら
高
度
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
と
そ
の
崩

壊
、
そ
し
て
史
上
最
大
の
人
口
自
然
減
な
ど
、
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
て
い
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
時
代
を
常
に
彩
っ
て
き
た
の
が
、
ロ
ッ
ク
音
楽
で
あ
り
ま
し
た
。

　

１
９
５
０
年
代
に
誕
生
し
た
ロ
ッ
ク
は
、
わ
た
し
達
の
文
化
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め

て
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
／
ラ
ジ
オ
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
、
デ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ
ー

ク
は
「
音
楽
は
人
生
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
」
と
語
り
ま
し
た
が
、
ロ
ッ
ク
は
当
初
の
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
の
本
質
を
維
持
し
な
が
ら
社
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
ち
備
え
る
よ

う
に
な
り
、
１
９
７
０
年
代
の
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
化
、
１
９
８
０
年
代
の
M
T
V
革
命
に

よ
っ
て
、
わ
た
し
達
の
日
常
に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
達
の
住
む
世
界
に
は
、
各
世
紀
ご
と
に
、
時
代
を
導
く
コ
ン
ビ
が
存
在
し
て
き
ま
し

た
。

　

18
世
紀
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
＆
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
代
表
さ
れ
る
〝
政

治
の
世
紀
〟
で
し
た
。
一
方
、
19
世
紀
は
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
＆
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル

ス
に
代
表
さ
れ
る
“
思
想
の
世
紀
”
と
い
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

そ
し
て
20
世
紀
は
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
＆
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー
に
代
表
さ
れ
る
〝
文

化
の
世
紀
〟
だ
っ
た
と
定
義
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

今
や
ロ
ッ
ク
は
娯
楽
の
域
を
超
え
て
、
時
代
を
担
う
重
要
な
存
在
で
あ
り
ま
す
。
現
代
に
お

い
て
、
ロ
ッ
ク
は
人
間
を
育
成
し
、
教
育
す
る
義
務
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

半
世
紀
以
上
の
蓄
積
を
経
た
ロ
ッ
ク
に
は
、
か
ぎ
り
な
い
叡
智
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
達
も

ま
た
、
そ
の
叡
智
を
学
び
、
次
の
時
代
へ
と
生
か
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
は
本
書
に
お
い
て
、“
ロ
ッ
ク
に
よ
る
人
づ
く
り
”
を
提
唱
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ロ
ッ
ク
の
原
点
で
あ
る
イ
エ
ー
と
か
ベ
イ
ベ
ー
と
か
、
殺
せ
！　

と
か
燃
や

せ
！　

な
ど
の
要
素
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
享
楽
的
な
側
面
だ

け
で
な
く
、
ロ
ッ
ク
は
わ
た
し
達
を
よ
り
人
間
と
し
て
豊
か
に
し
て
く
れ
る
存
在
な
の
で
す
。

　

本
書
が
皆
さ
ん
の
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
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５
年
２
月
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1
2
0
6
年
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
を
興
し
た
の
が
チ
ン
ギ
ス
・ハン
（
＝
ジ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
）
だ
っ
た
。
そ
の
勢
力
は
彼

の
没
後
も
拡
が
り
、
最
盛
期
に
は
東
は
高
麗
、
西
は
ヨ
ー
ロッパ
東
部
に
ま
で
及
ぶ
、
人
類
史
上
最
大
の
帝
国
と
な
っ

た
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
1
1
8
9
年
に
没
し
た
と
い
わ
れ
る
源
義
経
が
実
は
モ
ン
ゴ
ル
に
渡
って
チ
ン
ギ
ス
・ハン
に
な
っ

た
と
い
う
歴
史
ロマ
ン
、
あ
る
い
は
井
上
靖
の
小
説
『
蒼
き
狼
』（
1
9
5
9
〜
1
9
6
0
）
な
ど
の
お
か
げ
も
あ

り
、
高
潔
な
ヒ
ー
ロ
ー
視
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
ヨ
ー
ロッパ
に
お
い
て
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
武
器
を
携
え
て
攻
め
込
ん

で
く
る
得
体
の
知
れ
な
い
侵
略
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

　

そ
れ
を
象
徴
す
る
ヒッ
ト
曲
が
ド
イ
ツ
出
身
、
そ
の
名
も
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
だ
っ
た
。
1
9
7
9

年
に
発
表
、
ユ
ー
ロ
ヴ
ィ
ジ
ョン
・
コン
テ
ス
ト
で
第
4
位
と
な
っ
た
こ
の
曲
で
は
「
稲
妻
も
雷
も
彼
を
止
め
ら
れ
な
い
」

「
一晩
で
7
人
の
子
供
を
宿
さ
せ
た
」
と
、
そ
の
蛮
勇
が
讃
え
ら
れ
て
い
る
。

　

6
人
編
成
の
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
だ
が
、一番
目
立
って
い
た
の
が
ル
イ
ス
・
ヘン
リ
ッ
ク
・
ポ
ン
ジ
ェッ
タ
ー

だ
っ
た
。“
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
役
”
だ
っ
た
彼
は
特
に
ヴ
ォ
ー
カ
ル
や
楽
器
を
演
奏
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ス
テ
ー
ジ
上
の

ダ
ン
サ
ー
だ
っ
た
が
、『
フ
ラ
ッ
シ
ュ・
ゴ
ー
ド
ン
』
の
ミ
ン
皇
帝
と
中
東
の
ス
ル
タ
ン
を
合
体
さ
せ
た
よ
う
な
フ
ァッ
シ
ョン

（
日
本
人
の
抱
く
チ
ン
ギ
ス
・
ハン
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
な
り
異
な
る
）
に
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。
彼
は

1
9
9
3
年
に
エ
イ
ズ
で
亡
く
な
って
い
る
。

　
「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
は
世
界
的
な
ヒッ
ト
を
記
録
。 

時
代
も
国
境
も
越
え
て
歌
い
継
が
れ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ

た
。
リ
リ
ー
ス
当
時
に
は
5
カ
ラ
ッ
ト
が
日
本
語
カ
ヴ
ァ
ー
、
川
㟢
麻
世
や
レ
イ
ザ
ー
ラ
モ
ン
H
G
、
レ
ニン
グ
ラ
ー
ド
・
カ
ウ
ボ
ー
イ
ズ
ら
が
歌
っ
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ

ン
を
収
め
た
コ
ン
ピ
レ
ー
シ
ョン
『
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
だ
ら
け
』
も
編
ま
れ
て
お
り
、
S
M
A
P
や
B
e
r
r
y
z
工
房
ら
ア
イ
ド
ル
が
歌
う
こ
と
で
、
若
い
音

楽
・
芸
能
フ
ァ
ン
に
も
馴
染
み
が
あ
る
。

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
自
身
も
、
続
く
シ
ン
グ
ル
「
め
ざ
せ
モ
ス
ク
ワ
」
の
B
面
に
続
編
「
ロッ
キ
ン
グ
・
サ
ン
」（
原
題
は
「Rocking Son O

f D
schinghis 

K
han

」）
を
収
録
、
ま
た
再
結
成
ア
ル
バム
『
7
レ
ー
ベン
』（
2
0
0
7
／
日
本
未
発
売
）
に
は
チ
ン
ギ
ス
の
幼
名
で
あ
る
「
テ
ム
ジ
ン
」
や
「
燃
え
る
タ
イ

ガ
」「
モ
ン
ゴ
ル
に
て
」「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
赤
い
太
陽
」（
い
ず
れ
も
ド
イ
ツ
語
タ
イ
ト
ル
を
翻
訳
）、
そ
し
て
「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
リ
メ
イ
ク
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

暴
虐
の
侵
略
王
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ゆ
え
か
、
チ
ン
ギ
ス
・ハン
は
ヘ
ヴ
ィ
・
メ
タ
ル
・
バン
ド
の
お
気
に
入
り
だ
。
ア
イ
ア
ン
・
メ
イ
デ
ン
、
元
キ
ッス
の
エ
ー
ス
・
フ

レ
ー
リ
ー
、
カ
ヴ
ァ
レ
ラ
・
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
、
ラ
ンニン
グ
・
ワ
イ
ル
ド
は
い
ず
れ
も
「
ジ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
」
と
い
う
曲
を
発
表
し
て
い
る
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
T
V
コ

メ
デ
ィ
番
組
『
ザ
・
コ
ミ
ッ
ク
・
ス
ト
リ
ッ
プ
・
プ
レ
ゼ
ン
ツ
…
』
か
ら
派
生
し
た
バン
ド
、
バッ
ド
・
ニュー
ス
も
「
ザ
・
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ジ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
」

を
演
奏
し
て
い
る
。
な
お
、
ト
ー
キ
ョ
ー
・
ブ
レ
イ
ド
の
前
身
バン
ド
の
名
前
も
ジ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
だ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
英
語
で
は
“
ジ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
”
と
同
時
に
“
ゲ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
”
と
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
1
9
9
0
年
に
ア
イ
ア
ン
・
メ
イ
デ
ン
が
デ
ビュー

10
周
年
を
記
念
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
全
シ
ン
グ
ル
を
再
発
し
た
際
に
、
ド
ラ
マ
ー
の
ニコ
・マ
ク
ブ
レ
イ
ン
の
ト
ー
ク
音
源
「
リ
ッス
ン
・
ウ
ィ
ズ
・
ニコ
」
が
ボ
ー
ナ

ス
収
録
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
“
ゲ
ン
ギ
ス
”
と
発
音
さ
れ
て
い
た
し
、
バッ
ド
・
ニュー
ス
も
「
ザ
・
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ゲ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
」
と
言
って
い
る
。

　

チ
ン
ギ
ス
の
孫
に
あ
た
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
第
5
代
皇
帝
の
名
前
を
冠
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ス
ラ
ッ

シ
ュ・
メ
タ
ル
・
バン
ド
、
フ
ビ
ラ
イ
・
カ
ン
も
存
在
す
る
。
彼
ら
の
唯
一の
ア
ル
バム
『
ア
ナ
イ
ア

レ
イ
シ
ョン
』（
1
9
8
7
）
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
は
角
を
生
や
し
て
半
月
刀
を
持
っ
た
神
秘
的
な

戦
士
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

チ
ン
ギ
ス
・ハン
の
時
代
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
は
ま
だ
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
た
め 

、
そ
の
人
物

像
を
我
々
が
知
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
ミ
ュー
ジ
シ
ャ
ン
達
は
、
彼
に
つい
て
歌
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
人
生
の
謎
を
補
完
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

蒼
き
狼
と
異
名
を
と
っ
た
蒙
古
の
英
雄
は
稲
妻
も
雷
も
恐
れ
さ
せ
、

一
晩
で
７
人
の
女
を
妊
娠
さ
せ
た

ジ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
創
設

1206年

◎アイアン・メイデン

『キラーズ』
「ジンギス・カン」収録

◎ジンギスカン

『ジンギスカン』

写真出典：『チンギス・カンとモンゴル帝国』ジャン＝ポール・ルー著／杉山正明監修／創元社／2003年より引用 

▲玉座に鎮座するチンギス・ハン。
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イ
ベ
リ
ア
半
島
の
覇
権
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
争
って
い
た
時
代
。
1
4
6
9
年
に
カ
ス
テ
ィ
ー
リ

ア
王
国
の
イ
サ
ベル
王
女
と
ア
ラ
ゴ
ン
王
国
の
フェル
デ
ィ
ナ
ン
ド
王
子
が
結
婚
し
た
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
ス

ペ
イ
ン
国
土
回
復
運
動
（
レ
コ
ン
キ
ス
タ
）
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
即
位
、
国
王
に

な
っ
た
こ
と
で
、
両
王
国
は
統
合
。
スペ
イ
ン
帝
国
が
生
ま
れ
る
。

　
スペ
イ
ン
帝
国
が
や
っ
た
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
徹
底
し
た
国
教
化
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
イ
ス
ラ
ム
教
、
あ
る
い
は

ユ
ダ
ヤ
教
を
信
じ
て
い
た
人
々
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。

　

た
だ
、
表
面
的
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
な
が
ら
密
か
に
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
じ
る
モ
リ
ス
コ
、
同
じ
く
ユ
ダ
ヤ
教

を
信
仰
す
る
コ
ン
ヴ
ェル
ソ
も
多
く
い
た
。

　

そ
ん
な
モ
リ
ス
コ
や
コン
ヴ
ェル
ソ
を
裁
き
、
排
斥
し
た
の
が
、
異
端
審
問
だ
っ
た
。
1
4
8
2
年
に
スペ
イ
ン
大
審

問
官
に
任
命
さ
れ
た
ト
マ
ス
・
デ
・
ト
ル
ケ
マ
ダ
は
、
主
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
対
象
に
異
端
狩
り
を
行
っ
た
。
彼
ら
は
財
産

を
没
収
さ
れ
、
火
あ
ぶ
り
や
水
責
め
、
宙
吊
り
な
ど
の
拷
問
に
か
け
ら
れ
た
。
ト
ル
ケ
マ
ダ
就
任
後
の
10
年
間
で
2

千
人
を
処
刑
。
2
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
スペ
イ
ン
か
ら
亡
命
し
た
と
い
う
。

　

1
4
9
2
年
の
レ
コン
キ
ス
タ
完
成
後
、
そ
し
て
1
4
9
8
年
の
ト
ル
ケ
マ
ダ
死
後
も
、
異
端
審
問
は
続
い
た
。
自

白
さ
せ
る
手
段
は
各
審
問
官
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
拷
問
が
行
わ

れ
た
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
増
幅
さ
せ
た
の
が
、エ
ド
ガ
ー・ア
ラ
ン・
ポ
ー
の
短
編
小
説
「
陥
穽
と
振
子
」（
1
8
4
3
）

だ
っ
た
。
鋭
い
刃
の
付
い
た
振
り
子
や
、
迫
り
く
る
熱
し
た
金
属
製
の
壁
な
ど
の
大
が
か
り
な
拷
問
装
置
は
、
我
々

の
知
る
スペ
イ
ン
異
端
審
問
の
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
づ
け
た
。
た
だ
、
あ
ま
り
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
い
ゆ
え
に
、
我
々
に
誤
っ
た
知
識
を
植
え
付
け
た
こ
と
も
事
実

だ
っ
た
。

　

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
T
V
シ
リ
ー
ズ
『
空
飛
ぶ
モ
ン
テ
ィ
・
パ
イ
ソ
ン
』
の
コ
ン
ト
「
スペ
イ
ン
宗
教
裁
判
」（
1
9
7
0
）
だ
っ
た
。
マ

イ
ケ
ル
・ペ
イ
リ
ン
演
じ
る
ヒ
メ
ネ
ス
枢
機
卿
と
そ
の一味
は
「
ま
さ
か
の
時
の
スペ
イ
ン
宗
教
裁
判
！
」
と
叫
び
な
が
ら
登
場
、“
拷
問
”
と
称
し
て
枕
で
脇
腹

を
パフ
パフ
す
る
な
ど
、
世
界
史
の
暗
い
闇
を
ギ
ャ
グ
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
映
画
『
メ
ル
・
ブ
ルッ
ク
ス
／
珍
説
・
世
界
史
P
A
R
T 

I
』（
1
9
8
4
）
で

異
端
審
問
が
ミ
ュー
ジ
カ
ル
化
さ
れ
た
こ
と
で
、“
スペ
イ
ン
異
端
審
問
”
と
聞
く
だ
け
で
笑
い
の
ツ
ボ
に
入
って
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
せ
い
か
、
音
楽
の
世
界
に
お
い
て
スペ
イ
ン
異
端
審
問
が
真
っ
向
か
ら
扱
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
多
く
の
場
合
は
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
メ
タ
ル
・
バン
ド
、
エ
レ
ジ
ー
は
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
の
「
ス
パニッ
シ
ュ・
イ
ン
ク
イ
ジ
シ
ョン
」（
1
9
9
5
）
と
い
う
曲
を
発
表
、「
お
前
の
スペ
イ
ン

異
端
審
問
で
も
た
ら
さ
れ
た
暗
い
気
持
ち
を
克
服
す
る
！
」
と
、
恋
愛
と
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
メ
タ
ル
・
バン
ド
、
ナ
イ
ト
ウ
ィッ
シ
ュ
は
“
陥
穽
と
振
子 T

he Pit A
nd  T

he Pendulum

”
を
も
じ
っ
た
「
ポ
エッ
ト
・
ア
ン
ド
・
ザ
・

ペン
デ
ュラ
ム
」（
2
0
0
7
）
と
い
う
14
分
の
大
曲
を
書
き
、「
刃
が
彼
の
上
に
落
ち
る
」「
祭
壇
に
括
り
付
け
ら
れ
る
」
と
い
う
歌
詞
も
あ
る
が
、
異
端
審

問
を
題
材
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
ド
ゥ
ー
ム
・
メ
タ
ル
・
バン
ド
、
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ザ
ー
ド
は
「
ト
ル
ケ
マ
ダ
’71
」（
2
0
0
7
）
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
歌
詞
は
男
女
間
の
サ

ド
マ
ゾ
に
近
い
関
係
を
異
端
審
問
の
拷
問
に
喩
え
た
も
の
だ
。
タ
イ
ト
ル
は
イ
タ
リ
ア
の
フ
ュメ
ッ

テ
ィ
（
エ
ロ
グ
ロ
漫
画
）『
ト
ル
ケ
マ
ダ
’70
』
の
続
編
的
意
味
合
い
が
あ
り
、
ま
た
同
時
に
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
ジ
ャ
ス
・
オ
ボ
ー
ン
が
1
9
7
1
年
生
ま
れ
だ
と
い
う
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
だ
と

い
う
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ズ
・
ロッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
、
コ
ロ
シ
ア
ム
Ⅱ
の
『
ウ
ォ
ー
・
ダ
ン
ス
』（
1
9
7
7
）

に
は
「
イ
ン
ク
イ
ジ
シ
ョン
」
と
い
う
イ
ン
ス
ト
ゥル
メ
ン
タ
ル
曲
が
あ
る
が
、
ゲ
イ
リ
ー
・
ム
ー
ア
の

ス
パニッ
シ
ュ・
テ
イ
ス
ト
の
ギ
タ
ー
が
あ
る
こ
と
か
ら
“
異
端
審
問
”
と
い
う
題
名
が
付
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
婉
曲
的
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
スペ
イ
ン
異
端
審
問
だ
が
、
そ
ろ
そ
ろ
気
合
い
の

入
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
・
ア
ル
バム
も
聴
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

ま
さ
か
の
時
の
ス
ペ
イ
ン
宗
教
裁
判
。

我
ら
の
武
器
は
驚
愕
・
恐
怖
・
冷
酷
・
法
皇
へ
の
忠
誠

ス
ペ
イ
ン
異
端
審
問

1480年

写真出典：『改訂新版図説スペインの歴史』成川洋／河出書房新社／1999年より引用

▲異端審問所の情景。右中央には裸にされ、火刑に
処される人物が描かれている。

◎エレクトリック・ウィザード ◎エレジー

『今日の魔女信仰』
「トルケマダ'71」収録

『ロスト』
「スパニッシュ・インクイジション」収録
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永
井
豪
の
漫
画
『
デ
ビ
ル
マ
ン
』
で
飛
鳥
了
が
語
る
魔
女
狩
り
の
描
写
は
、
鮮
烈
な
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。
彼

曰
く
、
16
世
紀
の
ヨ
ー
ロッパ
で
は
9
0
0
万
人
の
無
実
の
人
間
が
、
針
で
体
を
突
っつ
か
れ
た
り
、
手
足
を
し
ば
っ

て
水
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
る
な
ど
し
て
、
惨
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
あ
る
日
突
然
、
い
わ
れ
の
な
い
嫌
疑
を
か
け
ら
れ

て
拷
問
さ
れ
る
と
い
う
理
不
尽
な
恐
怖
に
、
少
年
少
女
た
ち
は
暗
闇
の
中
を
震
撼
し
、
眠
れ
な
い
夜
を
過
ご
し
た
。

　

近
年
の
研
究
で
は
、
実
際
に
魔
女
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
生
命
を
失
っ
た
の
は
4
万
人
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
多
く
の一般
市
民
が
前
日
ま
で
は
親
し
か
っ
た
隣
人
た
ち
に
狩
ら
れ
、
爪
を
剥
が
れ
、
皮
膚
を
削
が
れ
、
火

あ
ぶ
り
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
。

　

中
世
末
期
か
ら
近
代
に
お
い
て
魔
女
狩
り
が
ヨ
ー
ロッパ
全
土
に
広
ま
っ
た
背
景
と
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
に
よ

る
異
端
審
問
が
民
間
レ
ベル
ま
で
普
及
し
て
、
民
俗
信
仰
と
結
び
つ
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、一説
に
よ
る
と
、

ラ
イ
麦
パン
が
麦
角
菌
に
汚
染
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
幻
覚
症
状
が
日
常
化
し
た
こ
と
が
理
由
と
も
い
わ
れ
る
。
麦

角
菌
の
成
分
で
あ
る
リ
ゼ
ル
グ
酸
を
人
工
的
に
合
成
し
た
の
が
、
L
S
D
で
あ
る
。
村
の
女
た
ち
は
全
裸
に
な
って

ホ
ウ
キ
に
跨
り
、
そ
れ
を
見
た
村
人
は
彼
女
た
ち
が
空
を
飛
ん
で
い
る
と
思
っ
た
。
狩
る
側
も
狩
ら
れ
る
側
も
ト

リ
ッ
プ
し
た
状
態
で
、
狂
気
の
殺
戮
が
行
わ
れ
た
の
だ
。

　

月
の
出
な
い
夜
、
松
明
を
手
に
歩
む
自
警
団
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ラ
ッ
シ
ュの
「
魔
女
狩
り
」（
1
9
8
1
）
で
歌

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
曲
の
歌
詞
は
、 

現
代
に
お
け
る
人
種
・
宗
教
差
別
な
ど
に
基
づ
く
ヘ
イ
ト
・
ク
ラ
イ
ム
も
思
わ
せ

る
も
の
だ
。

　
ヨ
ー
ロッパの
魔
女
狩
り
で
悪
名
を
轟
か
せ
た
の
が
、
1
6
4
4
年
か
ら
1
6
4
6
年
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
で
3
0
0
人
の
“
魔
女
”
を
処
刑
し
た
マ
シ
ュー
・

ホ
プ
キ
ン
ス
だ
。
清
教
徒
革
命
の
混
迷
す
る
社
会
情
勢
に
乗
じ
て
、
彼
は
“
ウ
ィッ
チ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
ジェ
ネ
ラ
ル
（
魔
女
狩
り
将
軍
）”
を
名
乗
り
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
を
渡
り
歩
い
て
魔
女
狩
り
を
請
け
負
って
い
た
。
処
刑
に
あ
た
って
の
手
数
料
を
受
け
取
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
は
魔
女
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
な
い
た
め
に

地
元
の
有
力
者
た
ち
か
ら
便
宜
を
図
ら
れ
、
女
体
接
待
も
受
け
る
な
ど
し
た
。

　
“
魔
女
狩
り
将
軍
”
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
文
化
的
ア
イ
コン
と
な
り
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
T
V
C
M
に
彼
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
な

ど
、
お
茶
の
間
に
も
浸
透
し
て
い
る
。
1
9
6
8
年
に
は
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
プ
ラ
イ
ス
が
ホ
プ
キ
ン
ス
を
演
じ
た
映
画
『
ウ
ィッ
チ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
ジェ
ネ
ラ
ル
』

も
制
作
さ
れ
た
（
プ
ラ
イ
ス
は
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
「
ス
リ
ラ
ー
」
の
ナ
レ
ー
シ
ョン
で
も
お
な
じ
み
。
デ
ィ
ー
プ
・
パ
ー
プ
ル
は
「
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
プ
ラ
イ
ス
」

（
2
0
1
3
）
と
い
う
曲
を
発
表
し
て
い
る
）。

　

1
9
7
0
年
代
後
半
に
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
、
そ
の
名
も
ウ
ィッ
チ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
と
い
う
バン
ド
が
デ
ビュー
し
て
お
り
、
ア
ル
バ
ム
『
デ
ス
・
ペ
ナ

ル
テ
ィ
』（
1
9
8
2
）
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
は
巨
乳
を
露
わ
に
し
た
血
ま
み
れ
の
裸
女
（
ヌ
ー
ド
・
モ
デ
ル
の
ジ
ョ
ア
ン
・
レ
イ
サ
ム
）
が
墓
場
で
拷
問
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
撮
影
は
墓
場
を
管
理
す
る
教
会
の
許
可
を
得
ず
、
ゲ
リ
ラ
的
に
撮
影
さ
れ
た
そ
う
で
、
付
近
住
民
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
上
が
っ
た
と
い
う
。

　

ド
ゥ
ー
ム
・
メ
タ
ル
・
バン
ド
、
カ
テ
ド
ラ
ル
の
「
ホ
プ
キ
ン
ス
」
も
ま
た
、
彼
を
題
材
に
し
て
い
る
。
こ
の
曲
の
ビ
デ
オ
に
は
映
画
『
ウ
ィッ
チ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
』
の
シ
ー
ン
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
曲
の
後
半
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
は
、
同
じ
く
魔
女

狩
り
を
題
材
に
し
た
西
ド
イ
ツ
映
画
『
残
酷
！
女
刑
罰
史
』（
1
9
7
0
）
か
ら
と
っ
た
も

の
だ
。
サ
ク
ソ
ン
も
「
ウ
ィ
ッ
チ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
」（
2
0
0
4
）
を
書
く
な
ど
、

魔
女
狩
り
将
軍
は
メ
タ
ル
に
お
い
て
重
要
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
。

　

な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
サ
チ
ュー
セ
ッツ
州
セ
イ
ラ
ム
で
1
6
9
2
年
に
行
わ
れ
た
魔
女
裁
判

の
原
因
に
も
、
麦
角
菌
に
よ
る
幻
覚
が
あ
っ
た
と
い
う
説
が
存
在
す
る
。
ロ
ブ
・
ゾ
ン
ビ
は
「
ア

メ
リ
カ
ン
・
ウ
ィ
ッ
チ
」（
2
0
0
6
）
で
こ
の
事
件
を
取
り
上
げ
、
絞
首
刑
と
な
っ
た
20
人

の
魔
女
に
祈
り
を
捧
げ
た
。
彼
は
ま
た
、
自
ら
が
監
督
す
る
映
画
『
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
セ
イ

ラ
ム
』（
2
0
1
3
）
で
も
セ
イ
ラ
ム
魔
女
裁
判
を
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
用
い
て
い
る
。

女
は
サ
バ
ト
に
馬
を
駆
っ
た
。
そ
し
て
悪
魔
と
情
交
し
た
。

奴
は
魔
女
な
の
だ
。
我
は
魔
女
狩
り
将
軍

イ
ギ
リ
ス
／
ア
メ
リ
カ
の
魔
女
狩
り

1644年

写真出典：『ビジュアル・ヒストリーアメリカ植民地時代から覇権国家の未来まで』アレン・ワインスタイン、デイヴィッド・ルー
ベル著／越智道雄訳／東洋書林／2001年より引用

▲マシュー・ホプキンスによる魔女発見のための手引書である
『魔女の暴露』（1647年）。

◎ウィッチファインダー・ジェネラル

『デス・ペナルティ』

◎ラッシュ

『ムーヴィング・ピクチャーズ』
「魔女狩り」収録
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欧
米
人
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
食
べ
る
。
日
本
人
が
米
を
食
べ
る
以
上
に
、
と
に
か
く
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
食
卓
に
並
ぶ
。
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や
マッ
シ
ュ
ド
ポ
テ
ト
、
ス
ー
プ
、
シ
チ
ュー
、
コ
ロッ
ケ
な
ど
、
ヨ
ー
ロッパ
や
北
米
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
は
主
食
だ
と
い
え
る
。

　

実
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
原
産
地
は
南
米
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
高
地
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロッパで
も
北
米
で
も
な
い
の
だ
が
、
も

は
や
彼
ら
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
存
在
な
の
だ
。
ベル
ギ
ー
で
は
フ
レ
ン
チ
・
フ
ラ
イ
（
ベル
ギ
ー
人
は
“
フ
ラ
マ
ン
風

フ
ラ
イ
”
と
呼
ぶ
）
を
世
界
遺
産
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
ほ
ど
だ
。

　

そ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
不
作
の
せ
い
で
、
国
家
レ
ベル
で
の
危
機
が
訪
れ
た
の
が
、
1
8
4
5
年
か
ら
1
8
4
9
年
に

か
け
て
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
飢
饉
だ
。
当
時
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
口
は
約
8
0
0
万
人
だ
っ
た
が
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
疫
病

に
よ
る
枯
死
で
1
0
0
万
人
が
餓
死
。
そ
れ
に
加
え
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
輸
出
産
業
が
壊
滅
し
た
こ
と
も
あ
り
、
1
0
0

万
人
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
国
外
に
移
住
す
る
こ
と
に
なった
。
飢
饉
が
終
わった
後
も
人
口
は
激
減
し
て
い
き
、1
9
1
0

年
代
に
は
4
4
0
万
人
に
ま
で
減
少
。
独
自
の
ケ
ル
ト
文
化
や
ゲ
ー
ル
語
も
ま
た
、
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
不
作
が
国
家
の
存
亡
に
関
わ
る
大
事
と
な
っ
た
の
は
、
歴
史
的
に
も
珍
し
い
こ
と
だ
。

　

こ
の
歴
史
上
の
重
要
事
件
を
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ミ
ュー
ジ
シ
ャ
ン
達
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
描
写
し
て
き
た
。

世
界
規
模
の
音
楽
市
場
で
初
め
て
成
功
を
収
め
た
ロッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
シ
ン
・
リ
ジ
ィ
は
、
ア
ル
バム
『
サ
ギ
師

ジ
ョニ
ー
』（
1
9
7
6
）
収
録
の
「
フ
ー
ル
ズ
・
ゴ
ー
ル
ド
」
で
“
大
飢
饉
と
黒
死
病
”
か
ら
逃
れ
た
人
々
が
新
し

い
人
生
と
希
望
を
求
め
て
新
天
地
ア
メ
リ
カ
に
向
か
う
が
、
そ
れ
は
容
易
に
手
に
入
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
“
愚
か

者
の
黄
金
”
に
過
ぎ
な
い
と
歌
って
い
る
。

　

1
8
4
5
年
当
時
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
打
撃
を
被
っ
た
の
は
、 

イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
る
実
質
的
な
ジェノ
サ
イ

ド
（
大
量
虐
殺
）
だ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
1
7
4
0
年
か
ら
1
7
4
1
年
に
か
け
て
も
冷
害
の
せ
い
で
飢
饉
が
起
こって
い
る
が
、
こ

の
時
は
作
物
の
輸
出
を
ス
ト
ッ
プ
、
国
内
向
け
の
食
料
を
確
保
し
て
い
る
。
だ
が
、
1
8
4
5
年
の
大
飢
饉
で
は
そ
れ
が
許
さ
れ
ず
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
輸
出

を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
19
世
紀
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
活
動
家
ジ
ョン
・
ミ
ッ
チ
ェル
は
、「
神
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
も
た
ら
し
、
イ
ギ
リ
ス

人
が
飢
饉
を
も
た
ら
し
た
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

　

ダ
ブ
リ
ン
郊
外
で
生
ま
れ
た
シ
ニ
ー
ド
・
オ
コ
ナ
ー
が
『
ユニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
・マ
ザ
ー
』（
1
9
9
4
）
に
収
録
し
た
「
フ
ァ
ミ
ン
」
は
、
そ
ん
な
視
点
か
ら
描
か

れ
た
曲
だ
。
こ
こ
で
シ
ニ
ー
ド
は
歌
う
の
で
な
く
「
飢
饉
な
ん
て
も
の
は
な
か
っ
た
」
と
語
り
か
け
て
く
る
。「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
し
か
食
べ
る
こ

と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
他
の
食
物
、
肉
・
魚
・
野
菜
は
す
べ
て
イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
さ
れ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
飢
え
る
し
か
な
か
っ
た
」
と
い
う
メッ
セ
ー
ジ

は
、
時
代
を
超
え
て
切
実
に
迫
って
く
る
。

　

テ
ィ
ペ
ラ
リ
ー
出
身
の
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
“
ヤ
ッ
プ
”
バ
リ
ー
を
中
心
と
す
る
ハ
ー
ド
コ
ア
／
メ
タ

ル
・
バン
ド
、
ワ
ン
・
ミ
ニッ
ト
・
サ
イ
レ
ン
ス
は
、
ア
ル
バム
『
バ
イ
・
ナ
ウ
…
セ
イ
ヴ
ド
・
レ
イ
タ
ー
』（
2
0
0
0
）

で
、「
1
8
4
5
」
と
い
う
、
直
球
を
放
り
込
む
タ
イ
ト
ル
の
曲
を
収
録
し
て
い
る
。「
自
分
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

で
あ
る
前
に
地
球
人
。
地
球
の
抱
え
る
問
題
に
つい
て
歌
って
い
き
た
い
」
と
語
る
ヤ
ッ
プ
は
、
こ
の
歌
詞
で
は一般

的
な
戦
争
や
暴
力
、
憎
し
み
な
ど
を
歌
って
い
る
が
、
あ
え
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
に
お
け
る
重
要
な
年
号
を

曲
タ
イ
ト
ル
に
す
る
こ
と
で
、
こ
の
事
件
を
世
界
中
の
人
々
に
知
って
も
ら
い
た
い
と
語
って
い
た
。
そ
れ
は
こ
の
曲

に
よ
って
あ
る
程
度
、
功
を
奏
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
大
飢
饉
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
に
大
き
な
傷
跡
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
20
世
紀
の
政
情
不

安
の
せ
い
も
あ
って
、
人
口
は
増
え
る
こ
と
が
な
く
、
2
0
1
1
年
現
在
の
総
人
口
は
約
4
5
0
万
人
。
飢
饉

前
の
人
口
に
戻
る
日
は
、
は
た
し
て
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
1
7
0
年
と
い
う
月
日
が
経
っ
た
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

復
興
は
未
だ
に
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

神
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
も
た
ら
し
、イ
ギ
リ
ス
人
が
飢
饉
を
も
た
ら
し
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
今
も
復
興
中

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
飢
饉

1845年

写真出典：『イギリスの歴史【帝国の衝撃】』ミカエル・ライリー、ジェイミー・バイロン、クリストファー・カルピン著／前川一郎
訳／明石書店／2012年より引用

▲現在もアイルランド人は飢饉を忘れていない。ダブリンの広場にはアイルラン
ド移民たちを象った銅像が立ち並ぶ。

◎ワン・ミニット・サイレンス

『バイ・ナウ...セイヴド・レイター』
「1845」収録

◎シン・リジィ

『サギ師ジョニー』
「フールズ・ゴールド」収録
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第
一次
世
界
大
戦
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
世
界
の
多
く
の
国
が
参
戦
し
た
戦
争
だ
っ
た
。
ヨ
ー
ロッ
パ
を
中
心
に
、

中
東
や
ア
フ
リ
カ
に
も
戦
線
は
拡
大
。
ア
メ
リ
カ
や
日
本
も
直
接
的
に
関
わ
り
、
死
者
数
は
1
＇5
0
0
万
人
と
い

う
膨
大
な
も
の
と
な
っ
た
。
清
で
勃
発
し
た
太
平
天
国
の
乱
（
1
8
5
0
〜
1
8
6
4
）
の
2
千
万
人
に
は
及
ば

な
い
も
の
の
、
凄
ま
じ
い
数
字
だ
。

　

戦
車
、
飛
行
機
、
機
関
銃
な
ど
の
新
兵
器
は
、
よ
り
“
効
率
的
”
に
人
間
を
殺
傷
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

射
程
距
離
と
範
囲
の
大
幅
な
向
上
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
で
は
塹
壕
戦
が
戦
局
を
左
右
す
る
よ
う
に
な
る
。

兵
士
た
ち
は
塹
壕
の
中
で
死
と
直
面
し
戦
後
、
シ
ェル
シ
ョッ
ク
＝
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
P
T
S
D
）
が

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

第
一次
世
界
大
戦
は
、
文
学
作
品
で
戦
争
の
哀
し
み
や
恐
怖
が
描
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
転
換
点
で
も
あ
っ
た
。

レ
マ
ル
ク
の
小
説
『
西
部
戦
線
異
状
な
し
』（
1
9
2
9
）
は
、一兵
卒
の
死
な
ど
“
異
状
な
し
”
の
範
疇
だ
と
い

う
虚
し
さ
を
タ
イ
ト
ル
に
し
て
い
る
。

　

ダ
ル
ト
ン
・
ト
ラ
ン
ボ
の
『
ジ
ョニ
ー
は
戦
場
へ
行
っ
た
』（
1
9
3
9
）
も
ま
た
、
第
一次
大
戦
の
悲
劇
を
描
い
た

小
説
だ
。
主
人
公
が
戦
争
で
手
足
と
視
力
・
聴
力
・
話
す
力
な
ど
を
失
う
こ
の
物
語
は
1
9
7
1
年
、
ト
ラ
ン
ボ

自
身
の
監
督
で
映
画
化
さ
れ
た
が
、
本
作
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョン
を
得
た
の
が
メ
タ
リ
カ
の
「
ワ
ン
」（
1
9
8
8
）

だ
っ
た
。
こ
の
歌
詞
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
本
作
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で
、
ビ
デ
オ
で
は
映
画
か
ら
の
シ
ー
ン
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
ジ
ョニ
ー
は
戦
場
へ
行
っ
た
』
に
先
駆
け
て
、
江
戸
川
乱
歩
が
短
編
『
芋
虫
』（
1
9
2
9
）
で
戦
争
で

手
足
を
失
っ
た
軍
人
を
主
人
公
に
し
て
い
る
し
、
山
上
た
つ
ひ
こ
の
漫
画
『
光
る
風
』（
1
9
7
0
）
で
も
四
肢
欠
損
の
傷
痍
軍
人
が
器
用
に
女
性
を
犯
そ

う
と
す
る
。

　
ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュー
ブ
リ
ッ
ク
監
督
の
比
較
的
初
期
作
に
あ
た
る
映
画
『
突
撃
』（
1
9
5
7
）
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
塹
壕
戦
を
ス
ト
ー
リ
ー
の
軸
に
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
軍
の
ダ
ラ
幹
（
ダ
ラ
け
た
幹
部
）
達
の
と
ば
っ
ち
り
で
兵
士
た
ち
が
死
ん
で
い
く
が
、
自
軍
の
陣
営
に
あ
る
酒
場
で
ド
イ
ツ
人
の
女
捕
虜
を
ス
テ
ー
ジ

に
上
げ
て
「
な
ん
か
歌
え
ー
」
と
歌
わ
せ
る
。
彼
女
が
ド
イ
ツ
民
謡
「D

er T
reue H

usar

」（
忠
実
な
る
軽
騎
兵
）
を
歌
い
出
す
と
、
野
次
を
飛
ば
す

男
た
ち
も
いつ
し
か
泣
き
だ
し
、
全
員
で
メ
ロ
デ
ィ
を
歌
う
の
だ
っ
た
。
こ
の
女
捕
虜
を
演
じ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ハ
ー
ラ
ン
を
キ
ュー
ブ
リ
ッ
ク
が
見
初
め
て
、
わ

ざ
わ
ざ
離
婚
し
て
ま
で
結
婚
し
た
の
は
有
名
な
話
だ
。
戦
い
に
疲
れ
た
兵
士
た
ち
が
歌
を
口
ず
さ
む
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、『
フ
ル
・
メ
タ
ル
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
』

（
1
9
8
7
）
で
再
現
さ
れ
た
（
そ
ち
ら
で
は
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
・
マ
ー
チ
」
が
歌
わ
れ
る
）。

　

1
9
1
6
年
の
ヴ
ェル
ダ
ン
の
戦
い
で
は
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
両
陣
営
あ
わ
せ
て
70
万
人
が
死
亡
、
同
年
の
ソ
ン
ム
の
戦
い
で
は
死
者
数
は
1
0
0
万
人
を
上

回
っ
た
。
特
に
2
月
21
日
か
ら
12
月
18
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
ヴ
ェル
ダ
ン
の
戦
い
で
は
狭
い
地
域
で
戦
闘
が
長
期
化
、
戦
場
の
あ
ち
こ
ち
で
死
体
が
腐
臭
を
放

ち
、
春
先
の
雨
で
足
下
が
泥
沼
化
し
て
、
両
軍
と
も
に 

“
地
獄
”
と
形
容
す
る
惨
状
だ
っ
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
デ
ス
・
メ
タ
ル
・
バン
ド
、
ニュー
ロ
シ
ス
I
n
c
．

の
『
ヴ
ェル
ダ
ン
1
9
1
6
』（
1
9
9
5
）、
そ
し
て
ニュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ド
ロ
ー
ン
・
メ
タ
ル
・
バン
ド
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ー
ン
ド
・
エン
ジ
ェル
の
『
ヴ
ェル
ダ
ン
』

（
2
0
0
9
）
と
い
う
2
枚
の
作
品
は
、
こ
の
地
獄
絵
図
を
音
楽
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
だ
っ
た
。

　

な
お
1
9
0
2
年
に
日
英
同
盟
を
締
結
し
て
い
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
ロ
シ
ア
の
連
合
軍
側
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
大
日
本
帝
国
は
、

ド
イ
ツ
が
租
借
し
て
い
た
中
国
の
山
東
省
に
進
軍
、
青
島
を
陥
落
す
る
。
さ
ら
に
ヨ
ー
ロッパ

戦
線
に
も
派
兵
し
て
お
り
、
靖
国
神
社
で
は
第
一次
大
戦
で
亡
く
な
っ
た
4
＇8
5
0
人
の
死

者
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
と
ド
イ
ツ
は
敵
同
士
と
な
り
、
数
多
く
の
ド
イ
ツ
兵
が
捕
虜
と
し
て
日
本
に
連
れ
て

こ
ら
れ
た
。
1
9
1
8
年
、
徳
島
の
板
東
俘
虜
収
容
所
で
彼
ら
が
演
奏
し
た
の
が
、
日
本
で

の
『
第
9
交
響
曲
』
初
演
だ
。
彼
ら
は
ま
た
、
地
元
住
民
に
ビ
ー
ル
や
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘン
を
紹

介
し
、
子
供
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
る
な
ど
し
た
。
そ
ん
な
心
温
ま
る
交
流
が
契
機
と
な
っ

た
の
か
は
不
明
だ
が
、
次
の
大
戦
で
は
、
日
本
と
ド
イ
ツ
は
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に
な
る
。

西
部
戦
線
異
状
な
し
。

塹
壕
の
中
で
、兵
士
た
ち
は
シ
ェ
ル
シ
ョ
ッ
ク（
P
T
S
D
）に
蝕
ま
れ
て
い
っ
た

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発

1914年
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